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投資事業評価調書（継続：再評価） 

部課室名 県土整備部土木局 
河川整備課 

記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

河川整備課長 谷口 徳男 
（維持防災班班長 乳原 正文） 内線 4408 

（4439） 

事業種目 
河川事業 

（地震高潮対策河川

事業） 
水系名 新川水系 

事業目的 
 新川水系において、平成 28(2016)年 5 月に策定された河川整備計画に基づき、老朽化対策及び高潮・津波対策を

実施することにより、治水安全度を向上させ、地域住民の安全・安心を確保する。 
新川水系河川整備計画における｢計画的に整備を進める区間｣ 

前回評価年度 
本川 事業の状況 

 
新川 

[河口部] 

老朽化対策及び高潮※1・津波※2時の浸水被害の防止 
※1)計画高潮位T.P.+3.6m 
※2)レベル 1津波(水位T.P.+3.0m) 

事業中 H25(2013) 

新規事業評価 

事業概要および進捗状況 

 今回評価内容 （ ）：前回評価時点 

工区 事業区間 整備内容 
評価対象区間

の事業費 残事業費 進捗率 完成 
予定 
年度 内用地補償費 内用地補償費 内用補進捗率 

新
川
水
系 

新川 
[河口部] 西宮市今津西浜町 

統合排水機場
整備 1機場、
111m3/s 
水門新設 
1 基、水門高
T.P.+4.25m 

160 億円 
(140 億円) 

124 億円 
(140 億円) 

23％ 
（0％） R8 

（R2） 
-億円 

(-億円) 
-億円 

(-億円) 
-％ 

（-％） 

 

水系計 

160 億円 
（140 億円） 

124 億円 
（140 億円） 

23％ 
（0％） R8 

（R2） 
 

-億円 
（-億円） 

-億円 
（-億円） 

-％ 
（-％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新川水系新川河川整備計画 全体位置図 

新－1 出典：国土地理院ウェブサイト 



事業を取り巻く 
社会経済情勢等 
の変化 

西宮市内を含む大阪湾地域では、平成 30 年台風第 21 号等による大規模な高潮被害が発生して

いることや、南海トラフ地震津波の発生可能性が年々高まっていることから、地元の高潮・津波

対策に対する要望がさらに強まっている。 

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】 
 

①水門工事において、平成 29 年台風第 18 号の高潮・波浪等の影響により仮締切工内側の追加

対策や当初想定していなかった、基礎杭施工時の被圧地下水対策が増工したことから 20 億円

の事業費増加が生じた。 
②仮締切工内側の追加対策、基礎杭施工時の被圧地下水対策により水門工事の完成が約 3 年延

長した。また、地元調整の結果、航路確保のため排水機場敷地埋立が水門完成後となったこ

とから完了年度を令和 8(2026)年度に変更する。 

進捗状況 新川水門工事については、令和 2(2020)年度に完成する。 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び対応方針 
(H25(2013)年度新

規評価) 

【審査会意見】 
 ①高潮対策と津波対策は根本的に異なる

ことから、住民にそれぞれの考え方の周

知を図ること。 
②ソフト対策を含めた総合治水に、県、市、

住民が協働で取り組むこと。 
③施設の修繕・更新に対するプログラムの

作成等、計画的かつ着実な老朽化対策に

取り組むこと。 

【対応方針】 
 ①西宮市と連携し、分かりやすい高潮・津波対策

の広報に努める。 
 

②出前講座等を開催し、ハザードマップの啓発に 
努める。 

③ひょうごインフラ・メンテナンス 10 箇年計画に

基づき実施する。 

(1)必要性 ①既設の排水機場、水門は設置後約 50 年以上が経過し、施設の老朽化が進行しているため、

施設更新により高潮・津波に対する確実な防災機能の確保が必要である。 
②高潮発生時で確率降雨 1/50 における浸水被害解消には、ポンプ能力が 111m3/s必要であ 

るが、現状は新川 20m3/s、東川 40m3/sであることから、排水能力を増強する必要がある。 

③当該事業箇所は、南海トラフ地震の発生に伴う津波により、甚大な浸水被害が想定され 

る地区内に位置しているため、津波対策が必要である。 

(2)有効性 
・効率性 
 

(事業執行環境) 

①費用便益比 B/C=12.9（前回評価時 B/C=15.6） 
②高潮発生時で確率降雨 1/50 を排出できるポンプ能力増強により浸水被害(168ha)を解消す

る。 

③既設水門を下流に移設することで、想定される最大クラスの津波(レベル 2津波)越流区間を

縮小し※浸水被害を（419ha→37ha）軽減する。 

※ 発生頻度が高い津波(レベル 1津波)に対しては既存防潮堤で防御可能。 

④防潮ラインが完成するR4(2022)年度末には、レベル 2 津波に対して早期の効果発現が図られ

る。 

⑤排水機場の統合・移設により、防潮ライン(L=約 1km)を縮小するとともに、排水機場１機場、

陸閘 11 基を廃止することで、維持管理費を削減できる。 
⑥平成 28(2016)年度に河川整備計画を変更し、「阪神西部(武庫川流域圏)地域総合治水推進計

画」に位置づけている。 

⑦事業促進に対する関係機関との協議・調整が進捗しており、事業執行環境は整っている。 
(3)環境適合性 ①排水機場・水門の整備については、埋め立て面積の最小化を図ることにより、生物の多

様な生活環境への影響を最小限にとどめる。 
②環境影響調査の結果、繁殖などで当該地を常時利用している陸上生物及び水生生物の貴

重種は確認されていないが、必要に応じて生物の生活環境の保全を行う。 
 

(4)優先性 ①事業箇所は人家連担区域に近接し、流下能力不足による大きな浸水被害が想定されてい

る。 
②本事業は「津波防災インフラ整備計画」〔平成 27 年 6 月〕の重点整備地区に位置づけら

れている。 
再
評
価 

の
結
果 

継 続 左
の 

理
由 

事業の必要性は、事業採択時と変わっておらず、また、高潮や津波に対する地元要

望が高まる中、新川水門について工事着手済みであることから、事業を継続する必要

がある。 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〕） 
事業名 二級河川新川地震高潮対策河川事業 路線・河川名 新川水系 新川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 事業進捗状況・予定 
整備効果 

水 門 排水機場 

全体 
(H26～R8 年度) 

【事業費＝40 億円】 

水 門 1 基 

（水門高 T.P.+4.25m） 

【事業費＝120 億円】 

統合排水機場 1 機場 

(ポンプ能力 111m3/s) 

 

事業採択～ 
再評価まで 

<過去 5年間> 
(H27～R1 年度) 

【事業費＝36 億円】 

水門下部工、上部工 
― ― 

今後 5年間 
 

（R2～R6 年度） 

【事業費＝4億円】 

・水門下部工、上部工(残分) 

・防潮堤 

【事業費＝40 億円】 

・排水機場下部工 

・排水機場護岸工、 

排水機場地盤埋立 

・高潮、津波に対する防災機能の確保 
 

6～8 年間 
 

(R6～R8 年度) 
― 

【事業費＝80 億円】 

・排水機場上部工（建築） 

・排水機場機械、電気工 

 
・排水能力の増強による高潮時の内水

被害の解消 

 

事業箇所 

新－3 

出典：尼崎港管理事務所 H24(2012)撮影 
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拠
点

施
設

、
文

化
施

設
等

の
被

害
の

軽
減

津
波

に
よ

る
浸

水
被

害
の

軽
減

○

•
一

般
資

産
被

害
の

軽
減

(家
屋

、
家

庭
用

品
、

事
業

所
償

却
資

産
、

農
業

家
償

却
資

産
等

)
•

農
産

物
被

害
、

公
共

土
木

施
設

等
被

害
、

営
業

停
止

被
害

、
応

急
対

策
費

用
の

軽
減

水
害

廃
棄

物
の

発
生

の
軽

減

魅
力

あ
る

河
川

空
間

の
創

造

多
様

な
生

物
の

生
活

環
境

の
保

全
・

再
生

・
創

出
○

•
埋

め
立

て
面

積
の

最
小

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

生
物

の
多

様
な

生
活

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減

親
水

空
間

の
整

備
･景

観
へ

の
配

慮
○

•
景

観
に

配
慮

し
た

排
水

機
場

の
建

築
デ

ザ
イ

ン
に

よ
り

周
辺

景
観

と
の

調
和

を
図

る

要
望

状
況

等

・
西

宮
市

内
を

含
む

大
阪

湾
地

域
で

は
、

平
成

30
年

台
風

第
21

号
に

よ
る

大
規

模
な

高
潮

被
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
や

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

津
波

の
発

生
可

能
性

が
年

々
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
元

の
高

潮
対

策
に

対
す

る
要

望
が

さ
ら

に
強

ま
っ

て
い

る
。

令
和

1年
6月

：
兵

庫
県

・
西

宮
市

連
絡

会
議

で
西

宮
市

か
ら

事
業

促
進

要
望

参
考

：
事

業
の

変
遷

昭
和

9
年

：
室

戸
台

風
高

潮
に

よ
る

浸
水

被
害

昭
和

2
5
年

：
ジ

ェ
ー

ン
台

風
高

潮
に

よ
る

浸
水

被
害

昭
和

3
6
年

：
第

2
室

戸
台

風
高

潮
に

よ
る

浸
水

被
害

昭
和

3
9
年

：
大

阪
高

潮
対

策
事

業
に

着
手

昭
和

4
2
年

：
防

潮
水

門
、

高
潮

排
水

機
場

完
成

（
新

川
・
東

川
）

河
口

～
中

津
橋

河
道

整
備

（
新

川
）

平
成

2
0
年

：
新

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
、

河
川

整
備

計
画

策
定

平
成

2
5
年

：
新

規
事

業
評

価
平

成
2
6
年

：
新

川
水

系
河

川
整

備
計

画
変

更
（
統

合
排

水
機

場
と

し
て

位
置

変
更

）
平

成
2
8
年

：
新

川
水

系
河

川
整

備
計

画
変

更
（
津

波
対

策
の

追
記

）
令

和
1
年

：
事

業
評

価
（
再

評
価

第
1
回

）

新－8



参
考

資
料



老
朽

化
対

策

①
昭
和

4
2年

の
建

設
か

ら
50
年
以
上
が
経
過
し
て
老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

施
設
更

新
を

行

い
、

確
実

な
防

災
機

能
を
確
保
。

参－1

新
川

排
水

機
場

東
川

排
水

機
場

主
原

動
機

（
主

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟｴ

ﾝ
ｼ
ﾞﾝ

）

・
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド

の
漏
水

築
約

5
2
年
経
過

真
空

ポ
ン

プ

・
油

漏
れ

・
腐

食

油
漏

れ

築
約

5
2
年

経
過

主
原

動
機

（
主

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟｴ

ﾝ
ｼ
ﾞﾝ

）

・
シ

リ
ン

ダ
ー

ラ
イ

ナ
ー

の
腐

食

潤
滑

油
冷

却
器

水
室

・
冷

却
器

水
室

蓋
の

腐
食

油
漏

れ
防

止
(応

急
対

策
)

シ
リ

ン
ダ

ー
ブ

ロ
ッ

ク

シ
リ

ン
ダ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
内

か
ら

ラ
イ

ナ
ー

を
取

り
出

し

腐
食

腐
食

潤
滑

油
冷

却
器

水
室

冷
却

器
水

室
か

ら
蓋

を
取

り
外

し



甲
子

園
球

場阪
神

甲
子

園
駅

(二
)新

川

(二
)津

門
川

(二
)東

川

阪
神

今
津

駅

統
合

排
水
機
場

新
川

水
門

凡
例

高
潮

対
策

に
よ

り
解

消
さ

れ

る
浸

水
面

積
（
１

６
８

ha
）

東
川

排
水

機
場

(既
設

)

浸
水
区
域
の
解
消

凡
例

整
備

箇
所

撤
去

箇
所

高
潮

対
策

②
高

潮
発

生
時

の
確

率
降
雨

1
/
5
0
を
排
出
で
き
る

ポ
ン

プ
能

力
増

強
に

よ
り
、
浸
水
被
害

(
1
6
8
h
a
)

を
解

消
。

出
典

：
国

土
地

理
院

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

東
川

水
門

(既
設

)

新
川

排
水

機
場

(既
設

)
新

川
水

門
(既

設
)

防
潮

ラ
イ

ン
（

現
状

）

参－2



(二
)津

門
川

津
波

対
策

(二
)津

門
川

◇
水

門
沖
出
し

に
よ

り
、

防
潮

ラ
イ

ン
が

約
1
k
m
縮

小
。
(
青

点
線

)
 

◇
浸
水
面
積
・
浸

水
深

の
縮
小

③
既
設

水
門
を
下

流
に

移
設

す
る

こ
と

で
、

想
定

さ
れ

る
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波

(
レ
べ

ル
2
津
波

)
越
流

区
間
を
縮

小
し

浸
水
被
害

を
軽

減
。

(
レ

ベ
ル

２
津

波
)

・
堤
内

地
の

浸
水

面
積
を

約
９

割
縮

減
（
4
1
9
ha
→

37
h
a
）

・
人
家

部
の

浸
水

深
を
避

難
行

動
が

と
れ
る

0
.3
ｍ
未

満
に

低
減

※
レ
ベ

ル
１

津
波

は
、
既

存
防

潮
堤

で
防
御

可
能

対
策
前
後
の
浸
水
想
定
区
域
図

参－3

凡
例

［
浸
水
深
］

対
策
前

浸
水
面
積
：
41
9h
a

対
策
後

浸
水
面
積
：
37
ha



事
業

費
の

見
直

し

主
な

増
額

理
由

増
額

①
台

風
第

1
8
号

(平
成

2
9
年

９
月

1
7
日

～
1
8
日

)に
伴

う
高

潮
・
波

浪
に

よ
り

、
締

切
矢

板
が

内
側

に
大

き
く
傾

斜
（
最

大
7
0
c
m

程
度

）
。

傾
斜

対
策

と
し

て
、

締
切

矢
板

内
側

へ
カ

ウ
ン

タ
ー

ウ
エ

イ
ト

（
捨

石
）
を

設
置

約
2
億

円

②
陸

側
（
港

湾
道

路
）
か

ら
の

湧
水

対
策

と
し

て
遮

水
矢

板
を

設
置

約
2
億

円

③
ヤ

ー
ド

内
の

堆
積

層
（
ヘ

ド
ロ

）
に

お
け

る
表

層
の

地
盤

改
良

を
実

施
約

5
億

円

④
基

礎
杭

施
工

中
に

被
圧

地
下

水
に

よ
る

湧
水

が
発

生
し

た
た

め
杭

止
水

工
（
薬

注
）
を

実
施

約
1
億

円

⑤
被

圧
地

下
水

に
よ

る
影

響
が

生
じ

な
い

よ
う

、
被

圧
水

位
以

上
の

高
さ

に
基

盤
盛

土
・
水

張
り

を
実

施
し

、
杭

周
囲

に
遮

水
壁

を
構

築
約

4
億

円

⑥
上

記
に

よ
る

工
期

延
伸

に
よ

り
仮

設
費

等
の

増
加

約
6
億

円

合
計

約
2
0
億

円

（
１

）
全

体
事

業
費

の
見

直
し

水
門

工
事

に
お

い
て

、
平

成
2
9
年

台
風

第
1
8
号

に
伴

う
高

潮
・
波

浪
等

の
影

響
に

よ
り

、
仮

締
切

工
内

側
の

追
加

対
策

や
、

当
初

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
基

礎
杭

施
工

時
の

被
圧

地
下

水
対

策
が

増
工

し
た

こ
と

か
ら

、
2
0
億

円
の

事
業

費
増

加
が

生
じ

た
。

（
1
4
0
億

円
⇒

1
6
0
億

円
（
約

1
5
％

増
）
）

（
２

）
事

業
費

増
加

の
理

由

参－4



（
既

設
の

捨
石

）

A

A
′

（
新

川
水

門
下

部
工

）

新
川

水
門

事
業

費
増

加
の

理
由

(1
/3

)

掘
削

面
T.

P.
-1

.8
5m

A
－
A
′断

面

（
既

設
の

捨
石

）

（
新

川
水

門
下

部
工

）

台
風

に
よ

る
締

切
矢

板
の

傾
斜

事
業

費
の

見
直

し

参－5

追
加
③

表
層
の
地
盤
改
良

・
当
初
、
表
層
の
ヘ
ド
ロ
は
ご
く
薄
い
と
想
定

・
実
際
の
ヘ
ド
ロ
層
は
数
倍
厚
く
、
掘
削
後
も
安
定
地

盤
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
表
層
の
地
盤
改
良
を
実
施

・
当
初
は
掘
削
土
の
多
く
を
再
利
用
予
定
だ
っ
た
が
、

実
際
は
ヘ
ド
ロ
が
大
部
分
の
た
め
処
分
土
が
増
大

追
加
①

カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト

(捨
石

)の
設
置

追
加
③

表
層
の
地
盤
改
良

追
加
工
②

遮
水
矢
板
の
設
置

陸
側

か
ら

の
湧

水
(遮

水
矢

板
が

無
い

場
合

)

陸
側

か
ら

の
湧

水
(遮

水
矢

板
が

無
い

場
合

)

追
加
②

遮
水
矢
板
の
設
置

・
河
口
左
岸
の
護
岸
内
部
が
捨
石
で
あ
る
こ

と
を
発
見

・
陸
側
か
ら
の
湧
水
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
で

は
施
工
困
難
な
た
め
、
遮
水
矢
板
を
設
置

追
加
①
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト

(捨
石

)の
設
置

・
平
成
2
9
年
台
風
1
8
号
の
波
浪
に
よ
り
、
締

切
工
の
矢
板
が
傾
斜
(最
大
7
0
c
m
程
度
)

・
矢
板
を
復
元
の
上
、
傾
斜
対
策
と
し
て
カ
ウ

ン
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト
(捨
石
)を
設
置

当
初

想
定

の
処

分
土

(ヘ
ド

ロ
層

)
実

際
の

処
分

土
(ヘ

ド
ロ

層
)

大
幅

に
増

大

T.
P.

+2
.0

m

（
締

切
工

）

（
港

湾
道

路
）

東川

平
面

図

横
断

図



A
′

事
業

費
の

見
直

し
新

川
水

門
事

業
費

増
加

の
理

由
（

2/
3）

参－6

追
加
④

杭
止
水
工
（
薬
注
）

追
加
⑤

基
盤
盛
土
・
水
張
り

遮
水
壁
の
構
築

A

平
面

図

（
新

川
水

門
下

部
工

）



（
新

川
水

門
基

礎
杭

）

（
新

川
水

門
下

部
工

）

A
－
A′

断
面

難
透

水
層

（
粘

性
土

）

透
水

層
（
砂

礫
土

）
＜

被
圧

地
下

水
*＞

不
透

水
層

（
粘

性
土

）

被
圧

水
位

T.
P.

+0
.8

3m
平

均
潮

位
T.

P.
+0

.1
0m

事
業

費
の

見
直

し

新
川

水
門

事
業

費
増

加
の

理
由

（
3/

3）

参－7

*西
宮

郷
・
今

津
郷

の
酒

造
で

利
用

し
て

い
る

地
下

水
で

、
「
宮

水
」
と

呼
ば

れ
て

い
る

。

追
加
⑤

基
盤
盛
土
・
水
張
り

・
被
圧
地
下
水
に
よ
る
水
み
ち
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
被
圧

水
位
を
上
回
る
基
盤
盛
土
、
水
張
り
を
実
施

遮
水
壁
の
構
築

・
水
門
基
礎
部
の
被
圧
地
下
水
を
解
消
す
る
た
め
、
遮
水
壁
を

構
築

追
加
④

杭
止
水
工
（
薬
注
）

・
杭
打
ち
の
際
に
杭
に
沿
っ
た
湧
水
が
発
生
し
、
被
圧
水
位
の
低
下
が
確
認

さ
れ
た
た
め
、
杭
止
水
工
（
薬
注
）
を
実
施
(基
礎
杭
1
6
0
本
分
)

盛
土

高
T.

P.
+1

.2
m

T.
P.

+2
.0

m

（
締

切
工

）

被
圧

地
下

水
に

よ
る

被
圧

力
（
遮

水
壁

に
よ

っ
て

解
消

）

盛
土

水
張

り

難
透

水
層

に
水

み
ち

が
生

じ
た

場
合

、
透

水
層

の
被

圧
地

下
水

が
吹

き
上

が
る

高
さ

掘
削

面
T.

P.
-1

0.
05

m

被
圧

地
下

水
に

よ
る

被
圧

力

掘
削

に
伴

い
上

載
荷

重
が

小
さ

く
な

り
、

被
圧

力
に

よ
っ

て
難

透
水

層
が

浮
き

上
が

る
（
盤

膨
れ

）
恐

れ

杭
に

沿
っ

た
湧

水
（
杭

止
水

工
に

よ
っ

て
解

消
）

断
面

図



工
程

の
見

直
し

＜
 凡

例
 ＞

前
回

評
価

時
点

実
施

計
画

参－8




